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有限会社 オーエン濱松は、とび・土工 工事業、管 工事業、機械器具設置 工事業、
解体 工事業を営む企業として、環境への影響を考慮し地域の環境保全に向けて環境負荷の
軽減を図り、持続可能社会の構築を目指し全社員で自主的・積極的に環境経営に取組み、
より良い環境を次世代に引き継いでいきます

1.環境に配慮した活動の目標を設定し、環境目標の達成状況及び活動計画の
 実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営のシステムを継続的に改善します

2.事業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全に視点を置いた活動を推進
 します

     ・二酸化炭素排出量の削減
   電気 ガソリン 軽油等の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に取り組みます

     ・廃棄物の削減
   建設工事に伴う産業廃棄物について、分別回収による資源回収の有効活用
   に努めます
   建設リサイクル法に従い適切なリサイクルに努めます

     ・水使用量の削減

3.環境関連法令の遵守
           当社事業活動に関連する環境関連の法規制を明確にし遵守します

4.社員が環境経営方針を理解し、それを周知徹底すると共に、この方針を掲示し
 社員教育を計画的に実施、環境問題への意識向上を図ります
 また、社外に環境活動レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのよりよい
 コミュニケーションを図っていきます

制定日 2018年 10月 27日
改訂日 2019年   5月 15日
代表取締役    久保下 城光

   地下水を使用していますが、限りある資源なので大切に使用し、使用量に
    についても削減に努めます

企業理念

環境経営方針
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環境経営に関する統括責任
環境管理責任者の任命
環境経営方針の策定、見直し及び全従業員へ周知
環境経営目標、環境経営計画書を承認
代表者による全体の評価と見直し
環境経営活動レポートの承認

環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規の取りまとめ表を承認
環境経営目標、環境経営計画を確認
環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
環境経営活動レポートの確認

環境管理責任者の補佐
環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック実施
環境経営目標、環境経営活動原案の作成
環境経営活動の実績集計
環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最৿版管理
環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営活動レポートの作成、公開

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
決められたことを守り自主的、積極的に環境活動へ参加

部門⻑：和⽥ 直樹

工事部
部門⻑：鈴木 静男

全従業員

EA21事務局

代表者

環境管理責任者

  役 割 ・ 責 任 ・ 権 限

管理部

経営責任者

環境管理責任者
取締役 久保下 弘崇

エコアクション21事務局
生ۿ 昭子

  井⽥紗有里

代表取締役 久保下城光

実施体制
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二酸化炭素排出量・廃棄物排出量の目標値は-1％とする。

1.運用期間（2022年4月〜2023年3月）の環境経営目標

kg‐CO2

電力 kWh

ガソリン Ｌ

軽油 Ｌ

建設現場の軽油 Ｌ

一般廃棄物排出量 kg

産業廃棄物排出量 kg

産廃リサイクル率 ％

㎥

1,「購入電力」の二酸化炭素排出係数は中部電力（2017年度）の調整後排出係数「0.472kg-CO2/kWh」を使用した。

2.短期・中期の環境経営目標(通年）

kg‐CO₂

電力 kWh

ガソリン L

軽油 L

建設現場の軽油 L

一般廃棄物排出量 kg

産業廃棄物排出量 kg

産廃リサイクル率 ％

㎥

100 分別を徹底し再資源化に努める

廃棄物

100 分別を徹底し再資源化に努める

-3% -4%

-3% -4%

目標削減率

基準年
～2年後

-4%

-1%

-1%

基準年
～4年後

2025年度

-2% -3%

基準年
～1年後

2022年度

-1%

84

100

-2%

運用期間

2022年4月〜2023年3月

1,722

90,448

2020年度

目標削減率

-1%

4,179

100,436

18,952

3,385

3,835

1,473

55,495
-1% 1,705

28,582 26,765 -1% 26,497

分別を徹底し再資源化に努める

3,535

2021年4月〜
2022年3月

基準値

項目 単位

  2021年4月から2022年3月までの12ヶ月間、基準年の前年度期間実績をもとに

-1% 3,500

目標値

18,236-1%

95,874二酸化炭素排出量

内約

-1%

実績値 実績値

2019年度

2020年4月～
2021年3月

2019年4月～
2020年3月

101,455

19,321

3,790

基準年

29,202

3,179

水使用量の把握

水使用量の把握

内約

項目

二酸化炭素排出量

基準年度

2021年度

基準値

90,448

84

1,722

46,995

118

4,221

18,420

3,535

26,765

96,842

廃棄物

-

1,644

4,221

18,420

-4%

-3%

単位

111 節水に努める

96,842

節水に努める

-2% -3%

-2% -3%

-1%

-1%

-1% -4%

分別を徹底し再資源化に努める

基準年
～3年後

2024年度

-4%

2023年度

-2%

-2%

環境経営目標
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1.運用期間（2022年4月〜2023年3月）の環境目標の実績

実績削減率 評価
kg‐CO₂ -10.2% ○

kWh -10.5% ○

L -19.6% 〇

L -7.5% 〇

L -19.8% 〇

kg -42.2% 〇

kg -27.1% 〇

％ - ○

㎥ 8.3% ×
　1,「購入電力」の二酸化炭素排出係数は中部電力（2017年度）の調整後排出係数「0.472kg-CO2/kWh」を使用した。

  2.評価：○は目標達成、△は未達成であるが理由が明確な場合、×は未達成で活動不十分な場合

評価と是正

・　水使用量 目標値より使用量が大幅に増加した。冬季水道管破裂等により数値が上がってしまったのも要因の一つと

思われる。限りある資源なので大切にしていきたい。

軽油 26,765 -1% 26,497 24,767

項目 単位
基準期間 運用期間

2021年4月〜2022年3月 2022年4月〜2023年3月

基準値 目標削減率 目標値 実績値
87,012

16,492

ガソリン 3,535 -1% 3,500 2,842

二酸化炭素排出量 96,842 -1% 95,874

電力 18,420 -1% 18,236

内約

建設現場の軽油 4,221 -1% 4,179

91

3,384

一般廃棄物排出量 1,722 -1% 1,705 996

産業廃棄物排出量 90,448 65,930

産廃リサイクル率
分別を徹底し再資源化
に努める

廃棄物
100 100

水使用量の把握 84 -1% 83

環境経営目標の実績とその評価
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2022年4⽉〜2023年3⽉

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

スケジュール

水使用量
の把握・削減

井⽥
水の使用場所には節水シールを貼り、水の使用量を減らす

社用車の洗車は必要最低限に止め、洗車時は節水に心がける

両面印刷や裏紙・封筒の再利用で紙使用量を削減し、排出時には
分別排出を行いペーパーリサイクル率を高める

産業
廃棄物

生ۿ
産業廃棄物分別作業を徹底する

マニフェストを発行し、適正処理に努める

廃棄物
排出量
の削減

紙・缶・ペットボトル・電池等については、分別回収ボックス等
の設置によりごみの分別を徹底する

一般
廃棄物

井⽥

古切手を回収しボランティア団体の活動資金として寄付する

目的 区分 責任者 活動項目

休憩所やトイレなどの電気を使用時のみ点灯する

室内温度は冷房時28度、暖房時は22度を目安にエアコンの
設定温度を調節する

二酸化炭素
排出量
の削減

重機
久保下
弘崇

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る

不必要なアイドリングの禁止

急ブレーキ・急発進の禁止

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る

急ブレーキ・急発進の禁止

不必要なアイドリングの禁止

クレーン等の経済運転、工程の配慮・工夫、無駄取り

電気
使用量

生ۿ

営業車
工事車両

久保下
弘崇
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次年度の取組

評価 内容 内容

〇 徹底されている 継続実施

○
表示し、
徹底されている

継続実施

○
表示し、
徹底されている

継続実施

○ 徹底されている 継続実施

〇
表示し、
徹底されている

継続実施

〇
表示し、
徹底されている

継続実施

〇 徹底されている 継続実施

〇 徹底されている 継続実施

○ 徹底されている 継続実施

○
表示し、
徹底されている

継続実施

○ 徹底されている 継続実施

○ 徹底されている 継続実施

○ 徹底されている 継続実施

 2.評価判定
   ○（良くできた)・△(まあまあできた)・×(できなかった)・ー(実施が見送られた)

目的 区分 責任者 活動項目
評価

継続実施

両面印刷・裏紙利用・封筒再利用で紙使用量を削減し、排出時
には分別排出を行い、ペーパーリサイクル率を高める

○ 徹底されている 継続実施

紙・缶・ペットボトル・電池等については、分別回収ボックス
等の設置と分別方法の「お知らせ」を作成・掲示し、ごみの分
別を徹底する

○
表示し、
徹底されている

継続実施

久保下
弘崇

不必要なアイドリングの禁止

急発進・急ブレーキの禁止

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る

生ۿ
室内温度は冷房時28度、暖房時は22度を目安にエアコン
設定温度を調節する

○
掲示し、
徹底されている

休憩所やトイレなどの電気を使用時のみ点灯する

営業車
工事車両

電気
使用量

二酸化炭素
排出量
の削減

重機
久保下
弘崇

不必要なアイドリングの禁止

急発進・急ブレーキの禁止

クレーン等の経済運転、工程の配慮・工夫、無駄取り

一般
廃棄物

井⽥

古切手を回収しボランティア団体の活動資金として寄付する

移動距離を調べ、走行距離の短縮化を図る

水使用量
の把握・削減

井⽥
水の使用場所には節水シールを貼り、水の使用量を減らす

社用車の洗車は必要最低限に止め、洗車時は節水に心がける

廃棄物
排出量
の削減

産業
廃棄物

生ۿ
産業廃棄物分別作業を徹底する

マニフェストを発行し、適正処理に努める
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  当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
確認⽇ 2023年  4⽉ 22⽇

     確認者 久保下 城光

適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

一般廃棄物の収集運搬業者への
委託処理

市条例の収集・処理基準の遵守 ○

産業廃棄物の適正保管
保管基準の遵守、保管場所の表示
（60cm×60cm 以上掲示）
廃棄物の悪臭・飛散防止

○

産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○
運搬又は処分を委託する場合の
処理基準の遵守

処理業者と契約契約書の締結 ○

マニフェストの交付 ○
マニフェストの保管 Ａ票5年間保管 ○

収集・運搬業者の管理票交付者への
マニフェスト返却

B1票の90⽇以内の送付等 ○

マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○
マニフェスト交付状況の知事報告 翌年6/30までに実績報告書提出 ○
管理票写しの送付がない時の
適切な措置の実施

運搬又は処分業者からのＢ2（90⽇以内）
D、E票（180⽇以内）の期間内返却

○

産業廃棄物の収集運搬業の許可 県知事の許可 ○
産業廃棄物処理基準の順守 産業廃棄物収集運搬業者 ○
産業廃棄物の収集運搬業の
許可等変更

県知事の許可 ○

建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

対象建設工事受注者又は
自主施工者の分別解体等の実施

解体工事-80㎡以上
৿築・増築工事-500㎡以上
その他の工作物に関する工事

○

対象建設工事の発注者又は
自主施工者の対象工事の届出

発注者に工事計画等を説明し工事着手
7⽇前までに市⻑に届出書を提出

○

対象建設工事受注者の発注者への
届出事項の説明

○

対象建設工事受注者の
再資源化等の実施

○

対象建設工事の元請業者による発注
者への特定建設資材廃棄物の
再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

技術管理者の設置
（解体工事の監督）

○

建設リサイクル法
（建設工事に係る
資材の再資源化等
に関する法律）

  １.環境関連法規の遵守状況

法規・条例・規制

廃棄物処理法
(廃棄物の処理及び
清掃に関する法律)

義務 法令
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適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○
浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30⽇以内に県知事へ提出 ○
指定検査機関による水質に関する
検査の実施

法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法
（特定家庭用機器

再商品化法）

特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬
をする者等への適切な引き渡し、料
金の支払い

指定家電（テレビ・冷蔵庫・テレビ・洗
濯機）廃棄時のリサイクル料金の支払い

該当なし

使用済自動車の引渡義務
使用済自動車の引き取り業者への
引き渡し

リサイクル料金の支払い（廃車時）

冷凍空調機器：全ての第一種特定
機器が対象
自身での「簡易点検(３ヶ⽉に
１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者に
よる「定期点検」

  ○

第1種特定製品廃棄等実施者の
引渡義務

製品管理者のフロン類回収業者への
フロン類の引き渡し義務点検表用意
簡易点検の実施（３ヶ⽉に１度）

○

国土交通大臣に対する一般建設業の
許可の申請

○

主任技術者の設置 ○
管理技術者の設置 ○

産業廃棄物管理責任者の設置 ○

委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

2.違反・訴訟等の有無
関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

確認⽇ 2023年  5⽉ 15⽇
確認者 久保下 弘崇

静岡県
静岡県産業廃棄物の適正な

処理に関する条例

浄化槽法

法令

法規・条例・規制

自動車リサイクル法
（使用済自動車の

再資源化等に関する法律）
該当なし

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合理化

及び管理の適正化に
関する法律）

義務

建設業法

-9-



軍手やウエスは汚れたら
捨てるではなく、洗濯し
再利用

両面印刷や裏紙使用を積極的に
行い、紙の使用量を減らす取り組み

洗濯行き

グリーントランス
フォーメーション支援
補助金を使用し、エア
コンの省エネ化
二酸化炭素排出量の削
減する取り組み
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産業廃棄物は分別作業を徹底しマニ
フェスト必要に応じ発行し、適正処
理に努める

段ボールは必ず分別
し、リサイクル率
100%！！

古切手を回収しボラン
ティア団体の活動資金と
して寄付する
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株式会社 中野町チップ様へ現地視察実施 

2022年11⽉4⽇に㈱中野町チップ,浜北工場様（浜松市浜北区⻯南）へ現地視察で伺いました。

木材を一定量保管し、㈱中野町
チップへ運搬

マニフェスト、処分許可証等
確認

処分場にて作業の流れを
確認
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作成者
承認者

生ۿ 昭子
久保下 弘崇

作成⽇ 2023年4⽉28⽇

確認
1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

有限会社 オーエン濱松

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

その他のシステム要素

継続して取り組みます。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

環境コミュニケーション受付表
(苦情等)・対応記録

その他（                                 ）

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

2023年5月8日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

本年度も引き続きコロナ禍の1年で終わった。感染予防対策でアルコール消毒液、ペーパータオルの使用
をしたが社員の考え方に変化があったのか一般廃棄物量が減少した。⽇々の取り組みが結果に繋がったと
思う。作業の内容にもよるが概ね目標は達成できた。唯一未達成である水使用量については、冬季に水道
管が凍結し破裂した事も要因の1つと考えられる。限りある資源なので大切にしていきたい。
今後も社員一同、環境への配慮に取り組んでいきたい。

未達成の項目は井⼾水とはいえ限りある資源の為社内
で周知する

環境経営計画

代表取締役 久保下城光

環境に関する組織（実施体制含め）

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 必要に応じて評価・コメント記載
エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 水使用量が未達成でした。

問題点の是正・予防措置の実施状況 記録に記載いたしました。

環境経営計画及び取り組み実施状況

特に問題ありませんでした。

✔

代表者による全体の評価と見直し・指示

✔

✔

✔

✔

✔

✔
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住所

連絡先

電話
・

メール
・

FAX

対策
・

苦情
／5

必要
・

不要

     確認⽇ 2023年4⽉7⽇  
     確認者 久保下 弘崇  

必要
・

不要
4 ／

対策
・

苦情

電話
・

メール
・

FAX

必要
・

不要

3 ／
対策
・

苦情

2 ／
対策
・

苦情

電話
・

メール
・

FAX

内容

電話
・

メール
・

FAX

必要
・

不要

2022年4⽉から2023年3⽉までの間に苦情はありませんでした。

回答の
必要性

対応内容

1 ／
対策
・

苦情

電話
・

メール
・

FAX

必要
・

不要

No.
情報

入手日
情報
種類

通報者
通報
方法

環境コミュニケーション受付表(苦情等)
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